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1 発注処理

1. 発注処理の種類

発注方法には、発注予約一覧から自動的に発注を行う「自動発注」と、注文書を手入力で作成して発注
を行う「手動発注」があります。

■ 自動発注

オーダーに外注工程や各構成品の登録を行うことで、製造開始処理時に自動発注ができます。
自動発注した工程はオーダーと紐づくので、進捗状況での確認が可能です。
自動発注できるのは、各工程、管理部品、都度部品、シート材、鋼材、コイル材です。

■ 発注伝票入力（手入力）

発注伝票入力にて、注文書を手入力で作成する方法です。
オーダーに連動しない注文は、この手入力での発注にて作成することができます。

■ 発注伝票入力（バーコード）

発注伝票入力にて、発行した指示書のバーコードを読み取って注文書を作成できます。
指示書のバーコードを読むことでオーダーと紐づけされるので、進捗状況での確認が可能です。
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自動発注はオーダーの工程ウィンドウにて、工程や構成品に対して自動発注の設定を行い、製造開始処
理時に自動で発注予約データを作成する発注方法です。

2. 自動発注（発注予約）

工程を追加する際に、手配先の指定と「発注予約を自動作成する」にチェックを入れることで、発注予
約を自動作成することができます。製造開始処理を行った時点で、「発注予約一覧」に表示されます。

2-1. 各工程の発注について

1. オーダーの工程を登録します。

2. 工程編集画面で、「手配先」を選択し、「発注予約を自動作成する」に を入れます。
「発注予約を自動作成する」に が入っていない場合には、自動発注は行われません。

手配先は空白でも登録できます。
その場合は、「発注先未定」として
発注予約データが作成されます。

部署または社員を指定できます。 取引先マスタから手配先を指定できます。

手配先部署の選択肢は工程マスタにて設定できます。
工程マスタ→各種設定→手配先部署にて登録してください。
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3. オーダーを登録したら、製造開始処理を行います。
製造開始処理時の展開処理によって、自動で発注予約データが作成されます。

4. 展開処理で発注データが作成されると、発注予約一覧にデータが表示されます。
発注確定をする行を選択し、「発注確定処理」→「選択行の発注」を選択します。
メッセージが表示されるので、内容を確認して「実行」をクリックすることで、発注できます。
発注確定処理をしないと発注データは作成されません。

実行ボタンをクリックしないと、発注は確定されません。

5. 発注確定処理をすると注文書印刷のメッセージが表示されます。
プリンターを選択して「印刷実行」をクリックで注文書が印刷できます。
印刷をしない場合は「印刷しない」をクリックすることで完了します。
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6. 発注が確定されると発注予約一覧のリストからデータが消え、発注一覧に表示されます。

構成品（子品番以外）を追加する際に、手配先の指定と「発注予約を自動作成する」にチェックを入れ
ることで、発注予約を自動作成することができます。
製造開始処理を行った時点で、「発注予約一覧」に表示されます。

2-2. 構成品の発注について

1. オーダーの工程を登録し、構成品を紐づけます。

2. 構成品編集画面で、「手配先」を選択し、「発注予約を自動作成する」に を入れます。
「発注予約を自動作成する」に が入っていない場合には、自動発注は行われません。

手配先は空白でも登録できます。
その場合は、「発注先未定」として
発注予約データが作成されます。
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3. オーダーを登録したら、製造開始処理を行います。
製造開始処理時の展開処理によって、自動で発注予約データが作成されます。

4. 発注予約一覧以降の操作方法は、工程の発注処理と同様ですので「2-1」をご参照ください。
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3. 発注予約一覧

作成した発注予約データに対して、編集をしてから発注確定処理を行うことができます。
編集したい行をダブルクリックすることで、発注予約編集画面が表示されます。

3-1. 発注予約一覧での編集方法

3-2. 発注単価が最安値の発注先へ

発注予約で選択した行の単価と発注一覧にある製品（一番納期が最新のもの）の単価を比較し、
発注先と単価を書き換えます。

発注予約で選択した行の品番、品名、大工程、小工程、備考が一致するものを
発注一覧から探し出し、一番納期が最新の製品の単価と比較します。
➝探し出した発注一覧の製品の単価が選択した品番の単価より安ければ、
発注先と単価が更新されます。
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発注予約で選択した行の発注から入荷までのリードタイムと発注一覧にある製品のリードタイムを比較
し、最短の発注先と単価を書き換えます。

3-3. リードタイムが最短の発注先へ

■ リードタイムとは

製品の受注から納品までに必要な期間（時間）を指します。

発注日から入荷日での期間が一番短い製品を発注一覧から探し出し、発注先と単価を書き換えます。
発注予約で選択した行の品番、品名、大工程、小工程、備考が一致するものを発注一覧から検索します。
➝発注日から入荷日までの期間一番短い製品の発注先と単価を更新します。
※発注日から入荷日を見ているので、入荷済みデータがなければなりません。
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4. 同一品発注処理

自動発注の発注予約一覧を使用することで、発注の同一品番処理を行うことが出来ます。

■ 同一品発注処理とは

発注確定処理をする際に、同じ発注先、同じ品番であれば、合算して注文書を作成することができます。
同一品番処理をした場合は、1番早い発注納期に合わせて注文書が発行されます。

1. 同一品番処理を行う行を選択して「発注確定処理」→「選択行の発注」をクリックします。

メッセージが表示されるので、「 同一品発注処理を実行する」にチェックを入れて実行します。

2. 注文書を発行すると「発注数1」＋「発注数1」が合算されて「発注数2」の注文書ができます。
発注納期は同一品発注処理をした中で1番早い納期「4/7」になります。
発注一覧のデータも1行で合算して表示されます。
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5. 発注伝票入力（手入力）

発注伝票入力画面にて、注文書を手入力で作成する方法です。
オーダーに連動しない注文は、この手入力での発注にて作成することができます。

■ 登録ボタン

発注予約を使用する自動発注とは違い、発注伝票入力で登録したデータは、登録ボタンクリック時に
発注一覧に発注データが登録されます。

■ 入荷済チェックと検収完チェック

入荷時に検収を行わなかった場合は、入荷済みに を入れます。
入荷時に検収を同時に行った場合には、入荷済みと検収完の両方に が入っています。
※ 検収完となっていない製品は、支払明細書に表示されませんのでご注意下さい。

■ 会計仕訳

会計仕訳の設定は、取引先マスタで取引先単位に行えます。
また、発注伝票入力画面にて、注文書の行単位でより詳細に会計仕訳を登録することができます。
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品番検索モードで各項目を検索すると、各々の検索画面が立ち上がります。
検索タイプを選択し、赤枠の検索アイコンをクリックすることで、検索できます。

5-1. 検索タイプから品番を検索する

1. 検索タイプから検索ボタンクリック時に検索するタイプを選択します。

発注履歴：発注の履歴から検索

管理部品：管理部品マスタから検索

コイル材：コイル材マスタから検索

鋼材 ：鋼材マスタから検索

製品工程：発注先や品番、使用工程を指定することで、発注する工程のみを絞り込んで検索

2. 品番検索ボタンをクリックして、発注する品番をダブルクリックで確定します。
発注伝票入力画面に情報が反映するので、数量と発注納期を入力して「登録」をクリックします。

製造番号検索ボタンをクリックすると、オーダー検索ウィンドウが表示されます。

5-2. オーダーから品番を検索する

1. 製造番号検索ボタンをクリックして、発注するオーダーをダブルクリックで確定します。

2. 発注伝票入力画面に情報が反映するので、内容を確認して「登録」をクリックします。
数量や発注納期は、オーダーの情報が反映します。
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6. 発注伝票入力（バーコード）

発注伝票入力にて、発行した指示書のバーコードを読み取って注文書を作成できます。
指示書のバーコードを読むことでオーダーと紐づけされるので、進捗状況での確認が可能です。

1. 発注伝票入力画面を開き、発注先を入力します。

2. 製造番号の欄にカーソルを当て、発行した指示書の外注する工程バーコードを読み取ります。
情報が反映するので、内容を確認して「登録」をクリックします。

3. 指示書の工程バーコードを読み取ることで、オーダーの進捗と発注を紐づけされます。
進捗状況にて、発注状況を確認できます。
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7. オーダー詳細から発注詳細一覧の閲覧
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オーダー詳細から発注状況の詳細が一覧で確認できます。
製品を発注した段階で一覧に表示されます。
※発注予約一覧に入っている部品（発注未確定品）は、一覧に反映されません。

発注詳細一覧の行をダブルクリックすることで、発注伝票（注文書）に飛ぶことができます。



2 入荷処理

1. 入荷処理の種類

入荷方法には、下記の3種類の方法があります。

■ バーコード入荷処理

発行した注文書の注文書バーコードを読み取り、入荷処理をする方法です。

■ 発注一覧から入荷処理（選択行）

発注一覧から入荷処理を行う行を検索して入荷処理をする方法です。

■ 発注一覧から入荷処理（バーコードで複数処理）

注文書バーコードを使用して、複数の注文書の入荷処理を一括で行う方法です。
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1. バーコード入荷処理を開き、入荷処理を行う注文書の注文書バーコードを読み取ります。
読み込まれたデータを確認し、「入荷確定」 をクリックします。

2. 入荷処理が完了したので、未入荷分が「検収済」になります。

2. バーコードで入荷処理

発行した注文書の注文書バーコードを読み取り、入荷処理をする方法です。
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3. 発注一覧から入荷処理

発注一覧から入荷処理を行う行を検索して入荷処理をする方法です。

1. 発注一覧にて入荷処理をするデータを検索し、「検収処理」→「選択行の検収」をします。

3-1. 選択行の入荷処理

2. チェックボックスや日付を確認して、「実行」をすることで入荷処理ができます。

注文書バーコードを使用して、複数の注文書の入荷処理を一括で行う方法です。

1. 発注一覧にて「検収処理」→「バーコードで検収」をします。

3-2. バーコードでの複数入荷処理

2. 注文書のバーコードを複数枚まとめて読取り、一括で入荷処理ができます。
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1. バーコードで入荷処理画面を開き、基の注文書バーコードを読み取ります。

4. 分納入荷処理

発注した数量に対して分納で入荷する場合は、分納入荷処理を行います。
分納した数量を入力することで、残数を未入荷分として新たに注文書を発行します。

2. 入荷数に今回入荷する個数を入力し「 分納処理を行う」にチェックを入れて「入荷確定」します。

3. 残数に対して、新たに注文書が作成されます。
印刷する場合はプリンターを選択して「注文書印刷」、印刷しない場合は閉じます。
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4. 分納の残数は基の注文書Noに「-1」が付いて、分納伝票が作成されます。
基の注文書は入荷処理をした個数で「検収済」になり、残数の分納伝票は「未入荷」となります。

5. 分納伝票分を入荷する際は、通常と同様に行います。
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